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＜第3四半期＞ 
厳しい市場環境で販売数量の回復遅れが響き、減収 
利益は、原料・資材価格が落ち着き、生産性・物流効率化の改善効果で
増益 
 
＜第3四半期累計＞  
コスト改善効果が40億円の効果があり、 
上期の減益分をカバーし増益 
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＜営業利益増減要因分析＞ 
3Qの内訳 
・ｺｽﾄ改善効果  
 ﾊﾑ・ｿｰｾｰｼﾞを中心に品種構成見直し・ﾘﾆｭｰｱﾙ 
 生産性の向上、SCM等による経費削減 
 
・売上数量効果  
 販売数量回復の遅れ 
 
・主原料・副資材  
 原材料価格の安定  
  

7 



＜ギフト実績＞ 
 市場全体が10-15％落ち込む中、当社も同様 
 「美ノ国」は105％とブランド力で健闘 
 
＜主要ブランド・チャネル別＞ 
 コンシューマ⇒デリを中心に回復傾向 
           ハムソーセージは、12月以降回復基調 
 
ｼｬｳｴｯｾン：30周年ﾌﾟﾛﾓｰｼｮﾝで大きく伸長した昨年並みを維持 
森の薫り：TVCM含め積極的なプロモーションを図り、伸長 
石窯工房：「クロワッサンピザ」加わり、伸長 
中華名菜：冬商材暖冬で減 
プリフライ：新たに加わった骨なしタイプ「骨なしチキチキボーン」が伸長 
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＜第3四半期＞ 
国内市況は高値で推移し、国内販売・国内生産は堅調 
一方、海外事業（豪州・米州）で大幅な減益となり、食肉事業本部全体
で36億円ほど減益 
 
＜第3四半期累計＞ 
国内事業は堅調に推移するも、 
2Q以降の豪州事業の環境変化（生体仕入価格高）、           
米州養豚事業の悪化から減益 
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＜営業利益増減要因分析＞ 
・3Q累計 
 国内事業増益、海外事業大幅減益 
・国内ファーム 
   鶏肉生産増益 
・輸入食肉市況  
 牛肉３Q相場高、鶏販売数量増 
・フード事業                                         
 新規顧客獲得による販売拡大 
・海外事業 
  豪州 牛生体の不足、仕入価格高騰  
 米州 米国内豚価低迷 
・国内食肉市況 
 鶏肉の販売数量増 
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＜第3四半期＞ 
乳製品の販売伸長、水産品の利益率の向上から増収・増益 
 
＜第3四半期累計＞ 
年間を通じての乳製品における原材料価格の落着きと販売伸長 
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＜豪州事業＞ 
 生体仕入コスト高で、昨年の環境から状況が一変 
 
＜米州事業＞ 
 事業の収益性は悪化しているが、反転の兆しあり 
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＜海外 外部顧客売上高実績＞ 
2Qからの豪州環境変化により、海外売上高比率も低下 
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＜営業利益計画 加工事業本部＞ 
コスト改善効果が大きく（+9億円）出たことに加え、 
主原料価格・副資材の落ち着きから増益要因として発現 
 
 
＜営業利益計画 食肉事業本部＞ 
国内事業 国内市況価格の弱含みから厳しめの見通し 
海外事業は厳しい環境の継続から、△15億円の減益を見込 
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＜2016年3月期計画＞（加工事業本部 コンシューマ商品） 
  コンシューマは既に回復傾向 
  デリ商品は、数量・金額共に昨年を上回る見込 
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＜2016年3月期計画＞（加工事業本部 業務用商品） 
上記に加え、トレンドメニューの提案、発信 
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＜2016年3月期計画＞（食肉事業本部） 
 国内生産量の回復と輸入量増を見込み、豚鶏を中心に需給が緩むと想定 
 
 強い販売網を活かし、安定した収益を確保 
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＜2016年3月期計画＞（食肉事業本部） 
・豪州 
生体仕入高と販売の厳しい状況が４Qにかけて継続 
穀物肥育牛（グレインフェッド）の比率アップ 
→マーケティング力の向上と販売価格転嫁を進める。 
 
 
・米州  
現地相場は少しずつではあるが回復傾向 
→処理頭数の増加率も収まってきて、先物の指数も上がってきている。 
 
○国内食肉、輸入食肉、食肉販売（フード会社） 
 食肉ブランドの有効活用でさらに販売数量増を見込 
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